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日　時
：平成28年１1月29日（火）18:00～20:3０
場　所
：大阪府公館
出席者　：堀会長・綾委員・石田委員・下村委員・曽和委員・田中丸委員・福田委員　計7名（欠席：大石委員、多々納委員、田中委員）
まとめ

概　要　：〔以下、○委員　●事務局〕
(1) 猪名川下流ブロックにおける当面の治水目標及び治水手法について
○当面の治水目標に対して、人家への危険度Ⅱ・Ⅲが出ないこと及び猪名川への受入れ流量の制約を考慮した改修案とのことだが、受入れ流量の制約が無い場合の65ミリ対応断面と、今回設定した65ミリ対応断面の差はどの程度か。
●受入れ流量の制約を考慮した場合では、猪名川合流点付近で流下能力が419m3/s以下としているため、拡幅の幅が5m程度小さくなっている。なお、府域での公平性の観点から、時間雨量65ミリ程度に対して人家への危険度Ⅱ・Ⅲが出ないことを確認している。
○受入れ流量の制約が無い場合では浸水しなかったところが、制約を考慮したことにより床下浸水が生じることが考えられるので、洪水リスク情報の説明、周知に努めること。

●当該箇所に対しての取組み内容を整備計画本文への反映を検討することや、地元の市町と連携し住民説明会等の場を通じて洪水リスク情報の説明、周知に努めていく。
○箕面川については、現状で時間雨量80ミリ程度に対して危険度Ⅱは生じないが、危険度Ⅰが広範囲で生じており被害額も他河川と比べて大きいため、洪水リスク情報の周知を引き続き努めること。
○猪名川の受入流量を求める解析と、今回の治水目標・手法の検討のための解析で、外力降雨の時間分布が異なっている。技術的には、それぞれ、対象地域の空間スケールや想定する治水施設群の特性に応じて適切な時間分布が設定されているものと理解できるが、住民の方にはわかりにくいことも懸念されるので、十分な説明に配慮していただきたい。
○猪名川下流ブロックにおける当面の治水目標及び治水手法については、事務局案にて了承。
(2) 東川水系河川整備計画（変更素案）について
○耐水型整備区間における宅地嵩上げの考え方と土地利用一体型水防災事業の考え方は同じものなのか。将来的には、土地利用一体型水防災事業に記載のあるとおり、新たに建物が立たないように規制するなどの位置付けが必要になると思う。
●全く合致するものではないが、考え方については非常に近いものであると理解している。事業の採択要件やソフト対策の取組みなどが今後の課題と認識している。

○泉州の河川では河道内に外来植物が散見されるため、植物も含めた外来種への対策について本文への記載を検討すること。
○大阪府域でもナラ枯れが拡がっているが、本流域では課題となっていないか。
●地域の方からの声も含めてナラ枯れについて特に問題となっているとは聞いていない。

○地震後の地盤高さは、パラペット上部の高さと、堤体上部の高さのどちらを評価しているのか。また、堤防の破壊や波の高さも含めて安全率はどのような考えなのか。
●地震後の地盤高さは、堤体上部の高さを評価している。計算上の津波高さに対して、地震後の堤体上部の高さが少しでも高ければ良いとの考え方である。

○レベル2地震動が起こるという非常にレアなケースを想定しているので、1/30や1/100の外力を対象にする治水計画上の余裕高のような設定はおこなっていないと理解している。
○オイカワ、カワムツ、カワヨシノボリ等の「緩流域を好む種」が正しい表現か確認すること。また中流域と記載しているが、位置的には下流域ではないか。
○本日いただいた意見を反映して修正し、各委員に確認をとった上で、住民意見聴取の手続きに進むこと。
(3) 神崎川ブロック（茨木川、佐保川、勝尾寺川）における当面の治水目標及び治水手法について
○開発が進むと調整池を設置しても時間雨量80ミリ程度の降雨に対して危険度Ⅲが生じる恐れがあるため、開発者に調整池の増設を求めること等はできないのか。
●開発に伴う調整池の設置は府の統一基準で実施しており、本来指導レベルであるが、本開発地については河川管理者と開発者で覚書を締結し設置を担保している。府の統一基準以上の過度な要求をすると、府域の公平性の観点でバランスを欠く懸念もあるため、当該地域については逃げる施策や凌ぐ施策で対策を講じていきたい。
○神崎川ブロック（茨木川、佐保川、勝尾寺川）における当面の治水目標及び治水手法について、事務局案にて了承。
猪名川下流ブロックにおける当面の治水目標及び治水手法について


・猪名川、木代川、切畑川、石田川、箕面川、石澄川、茶長阪川、千里川、箕面鍋田川、芋川、神田川は、現状において時間雨量50ミリ程度に対して人家への浸水が生じないこと、かつ時間雨量65ミリ程度及び80ミリ程度に対して人家への危険度Ⅱ・Ⅲが生じないことから、「現状で当面の治水目標を達成」とする。


・初谷川の当面の治水目標は、「時間雨量50ミリ程度対応」とし、治水手法は河道改修とする。


・余野川の当面の治水目標は、「時間雨量65ミリ程度対応」とし、治水手法は河道改修とする。


東川水系河川整備計画（変更素案）について


・河川整備計画（変更素案）について、委員の意見を踏まえて修正し、各委員に確認した上で、住民意見聴取に進むこと。


神崎川ブロック（茨木川、佐保川、勝尾寺川）における当面の治水目標及び治水手法について


・茨木川、佐保川、勝尾寺川の当面の治水目標は「時間雨量65ミリ程度対応（現状で達成）」とする。
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